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Abstract We modeled fluid transfer field at gas sensor responses, and analyed changes in the indoor 
environment. The results of this analysis indicate that transfer characteristics can be extracted by blind de­
convolution using the low time windowing of complex cepstrum, and inverse filtration of the thus estimated 
space transfer characteristics allows us to extract drive signals proportional to the amounts of human activity. 
In an experiment in which the indoor environmental changes during daily life were measured, and drive signals 
were obtained. These results suggest that the detection of human actions can be improved by eliminating the 
residual components from the gas sensor responses. 
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ガスの伝達特性が， 複素ケプストラム領域でロ ー タイム











































観測座標はP。， ゆm 波動関数， Wm の実部は損失が無い
ときの固有 周波数(rad/s), Wm の虚部は減衰係数であ
る。
の関係が成立する。ただし， w=2冗f(rad/s), f は周波 ここで， 渦成分が小さい場合を考える。渦成分が少な






























aはサンプリング周期 T = l/ J.(s)における系の拡












図 4 複素スペクトラム領域における伝達関数の分布 (a)
伝達関数， (b)駆動信号の周期的成分， (c)駆動信号の無
相関成分， (d) ガスセンサ観測信号













(6) ロ ー タイムに存在する（図4(c)) 。したがって，ガスセ















;:-1{ln S(w) + ln H(w)} 
= ;:-1{lnS(w)} + ;:-1{lnH(w)} 
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図7 抽出伝達関数の特性 (a) 時間信号， (b)振幅特性，
(c)ケプストラム
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図6ガスセンサ観測信号の特性 (a) 時間信号， (b) 振幅
特性， (c) ケプストラム
図6(a) は 1 日分のセンサ観測信号の例である。図6(b)
は図7(a)の振幅特性， 図6(c)はケプストラムである。ヶ
プストラム領域におけるロー タイム( 0~ 40分）とハイ
タイム( 40分以降）では明らかに分布が異なることがわ
かる。駆動信号は相関性が低く， 全帯域にわたってほぼ


















図10, 11に図示される環境変動の要因を 表 1 に示す。
図10では残留成分のため埋れていた信号（例えば， 表 1-
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図 10 可燃性ガスセンサの出力応答
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図 8 ガスセンサ出力値 (a) 1996 年 4 月 12 日， (b) 1996 Time (hour) 
年 4 月 13 日 固 11 逆フィルタリングにより抽出された駆動信号
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図 9 時間領域における伝達特性 (a) 1996 年 4 月 12 日，
(b) 1996 年 4 月 13 日
発生すると考える。 図 12(a) は表 1 から推定される石池
スト ー プの稼動信号である。 可動時間の振幅値を石油ス
ト ー ブのみ稼動する時間帯の平均値 0.02(V) 非稼動時間
の振幅値を 0 (V) とする。 同様に， 図 12(b) にガスレン
ジ， 図 12(c) に換気扇の各稼動信号を示す。 センサ応答
はガス濃度に比例し， 複数の行動に起因するセンサ応答
は各行動によって発生したセンサ応答の和に等しい。 し
たがって， 表 1 から推定される駆動信号はこれら 3 つの
関数の和になる。 図 12(d) に推定駆動信号を示す。 ただ
し， 換気扇運転時には一定量の定常空気が室内に入って
くるものとして推定した。 食事の時間で突発的な変動が
あるものの， 概ね表 1 に示す行動と同期して図 11の駆
動信号が構成される。 さらに， 図 12(d) の推定駆動信号
針(n) と図 7(a) の抽出伝達関数 h(n) を用いてセンサ応答
信号を推定した。
的(n) = x(n) * h(n) (8) 
推定応答信号 y(n) を図 13に示す。 図 10の測定信号 y(n)
と比べると全体に細かな誤差があるものの概ね包絡線情
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1 6:30 石油ス トープ ON
2 35 ガス レンジ点火し， 朝食準備
3 46 換気扇 ON
4 48 ガス レンジ OFF, D が食事
5 50 ガス レ ン ジ ON
6 56 ガス レンジ OFF
7 7:00 換気扇 OFF
8 06 ガス レンジ ON， 09 ガス レンジ OFF
10 11 C が食事
11 22 A が食事
12 25 B が食事
13 35 食事終了
14 8:10 石油ス トープ OFF, 無人と なる
( A: 父親， B: 母親， C,D: 子供 ）
因する駆動信号を抽出した。その結果， ガス 伝達系がセ






本研究 に 際し， 室 内伝達関数のモデル化に関して有意
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